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の
漣
り
に
本
吉
連
中
よ
り
石
碑
を
供
養
し
建
て
た
り
。
共
石
碑
は
大

衆
寺
へ
行
く
道
の
左
手
な
る
岡
上
に
あ
り
。
墳
墓
の
漣
り
に
柳
・
棲
・

楓
・
藤
・
か
づ
ら
怠
ど
植
ゑ

τ‘
石
碑
は
戸
室
石
に
や
。
碑
面
に
遠
山

積
と
彫
刻
し
‘
強
伺
を
載
せ
た
り
。

婆

な

ら

茶

い

づ

れ

か

さ

き

の

霜

友

ら

む

婆

水

鳴
呼
理
り
な
る
哉
。
蕪
門
の
道
に
遊
ぶ
の
徒
多
し
と
い
へ
ど
も
、
繭

を
得
、
始
絡
会
か
り
し
は
婆
水
子
に
と
そ
侍
り
な
ん
。

右
は
一
穴
明
八
年
摘
生
廿
九
夕
、
遠
山
積
一
見
せ
ん
と
道
草
を
摘
み
‘

墳
の
前
に
し
て
古
今
を
息
ひ
出
で
、

茶
の
花
や
む
か
し
梼
ら
ん
蝶
の
夢

名

の

箆

遠

山

噴

や

花

の

雲

A

叶
舗
}

天

明

八

戊

申

卯

月

上

旬

散

人

叶

印

按
宇
る
に
、
堀
樽
庵
が
一
生
の
来
隠
は
、
右
坂
井
氏
の
筆
記
に
書
き

蜜
せ
り
。
貨
に
共
の
借
地
v
人
を
考
ふ
る
に
足
れ
り
。
金
津
町
合
所
留
記

に
左
の
僻
令
築
を
載
せ
た
り
。

一

、

五

人

扶

持

掘

樗

御
皆
師
被
白
召
出
一
御
扶
持
方
如
v
此
被
v
下
v
之
.
町
奉
行
支
配
被
ロ
仰
付
一

奥
田
橘
庵
格
被
一
-
仰
付
吋

庵

八

安
永
八
年
七
月
十
五
日

由
緒
幌
に
云
ふ
。
樗
庖
儀
、
池
田
屋
長
左
衛
門
枠
に
而
長
左
衛
門
与

申
候
慮
、
商
費
方
不
得
手
に
付
、
二
十
二
少
年
以
前
町
密
師
に
罷
成
‘

堀
樗
庖
と
改
名
設
し
、
安
永
八
年
七
月
十
五
日
御
盤
師
に
被
a
召
出
一

五
人
扶
持
被
v
下
v
之
慮
、
天
明
三
年
十
月
十
五
日
病
死
仕
。
行
年
六
十

三
歳
。

堀
樗
庵
跡
式
之
儀
、
願
之
趣
有
v
之
候
得
共
、
不
v
被
v
及
a
御
貧
着
議

事
.

天
明
五
年
十
二
月
廿
三
日

右
之
遇
被
a
仰
出
-
家
名
断
絶
之
成
、
文
化
元
年
二
月
故
樗
庵
賀
子
持

橋
槌
之
進
嫡
女
へ
、
町
暦
師
竹
中
沓
庖
と
云
者
智
入
設
し
‘
故
樗
庵

の
跡
式
相
続
骨
mv致
け
る
と
い
へ

E
も
、
同
年
九
月
不
縁
に

τ般
談
に

相
成
、
再
び
家
名
断
絶
す
。
と
い
へ
り
。
俳
林
小
停
・
書
歯
一
覧
等
に

樗
庵
の
小
停
を
記
載
し
‘
堀
岡
氏
と
す
る
は
繰
り
也
。
樽
庖
由
緒
幌

民
、
五
世
之
組
掘
茂
兵
衛
儀
.
羽
左
街
門
替
秀
政
卿
に
奉
仕
‘
同
首

勘
左
衛
門
与
同
時
慶
長
十
五
年
金
津
へ
罷
越
、
勘
左
衛
門
は
御
蛍
家

へ
被
昌
召
出
一
茂
兵
衛
儀
は
町
人
に
罷
成
、
家
名
池
田
屋
与
名
束
、
政

代
竪
町
に
居
住
仕
。
と
あ
り
。
按
宇
る
民
、
可
観
小
説
民
、
微
妙
公

御
代
姻
b
T
左
衛
門
枠
勘
左
衛
門
被
昌
召
出
-
被
v
下
候
様
に
、
共
頃
湯
原

八
丞
へ
迄
申
建
候
得
共
、
八
丞
同
心
無
v
之
、
共
時
既
に
事
に
成
可
v
申

と
仕
候
蕗
‘
折
節
石
黒
太
郎
左
衛
門
見
廻
か

L
P、
双
方
扱
弘
事
情

た
り
。
共
後
半
左
衛
門
令
=
登
誠
一
御
次
ま
で
罷
出
願
候
て
被
a
召
出
吋

と
あ
り
。
樗
庵
元
組
茂
兵
街
と
同
時
に
金
津
へ
来
り
、
掘
勘
左
衛
門

は
b
T
左
衛
門
と
云
ふ
人
の
子
な
れ
ば
、
茂
兵
衛
も
宇
左
衛
門
の
子
に

τ、
若
し
く
は
勘
左
衛
門
の
第
た
ら
ん
か
。
叉
樗
庵
が
著
書
は
‘
三

州
奇
談
・
甫
嶋
鑓
の
外
に
も
慶
長
中
外
侮
・
昔
日
北
議
録
・
盛
安
太
平

記
等
、
俳
容
は
貞
享
伺
解
を
初
め
と
し
て
種
々
多
し
。
ま
た
慣
も
倫

き
け
り
と
い
へ
り
。

。
小
嶋
山
薬
王
寺

天
台
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
去
ふ
。
営
時
開
基
文
総
元
年
見
衡

法
印
蛍
地
金
津
竪
町
民
創
立
仕
慮
、
寓
治
二
年
御
用
地
に
被
昌
召
上
山

第
誕
地
-
只
今
之
寺
屋
数
拝
領
辞
仰
伐
と
あ
り
て
、
外
民
衆
援
な
き

小
院
た
り
。
三
筒
屋
版
の
六
用
集
K
.
小
嶋
山
薬
王
寺
泉
野
と
記
載

し
.
此
の
地
越
も
泉
野
寺
町
民
属
せ
し
か
ど
‘
今
は
蛤
坂
町
と
す
。

O
鵠
川
常
徳
寺

東
波
民
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
舎
に
云
ふ
。
営
時
開
基
本
願
寺
五
世
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毒・

縛
如
上
人
之
毘
弟
頓
園
、
文
安
四
年
営
園
能
美
郡
山
上
郷
西
山
と
一
試

慮
に
始
而
建
立
仕
、
三
世
頓
耐
之
時
、
同
郡
潟
川
村
へ
移
綿
仕
、
八

世
頓
恵
之
時
、
領
主
村
上
周
防
守
敷
地
八
百
歩
徐
附
奥
被
v
致
、
丹
羽
一
ー

出
ι泉
国
司
代
畠
担
問
“
，

加
賀
守
に
至
り
‘
共
健
寄
附
被
炉
設
慮
、
九
世
教
頓
之
時
金
樺
ぺ
吋
一

寺
建
立
仕
‘
絹
川
之
地
は
十
世
頓
衆
之
時
、
鹿
安
年
中
上
グ
地
に
相

成
。
と
あ
り
。
勉
尾
記
に
云
ふ
。
常
徳
寺
は
い
に
し
へ
能
美
郡
小
松

漣
に
有
り
て
‘
岸
田
の
常
徳
寺
と
て
'
一
撲
の
首
魁
た
り
し
を
.
天
正

八
年
三
月
柴
回
勝
家
、
信
長
公
の
命
を
奉
じ
加
賀
聞
へ
打
入
る
時
、

屡
t

験
ふ
と
い
へ
ど
も
敵
L
が
た
く
‘
夜
に
入
り
一
族
金
丸
兵
衛
・
清

水
三
郎
等
と
戦
場
を
遁
れ
‘
能
美
郡
粉
川
村
に
し
る
べ
あ
る
を
額

み
‘
震
に
帯
居
せ
り
。
故
に
今
に
至
り
、
鵜
川
常
徳
寺
と
呼
ぺ
り
。

今
小
松
海
老
町
に
岸
問
屋
敷
又
は
岸
田
舘
た
E
L
い
ふ
地
名
あ
り
。

其
の
五
・
六
町
未
申
の
方
に
常
徳
寺
田
と
い
ふ
宇
も
磁
れ
り
。
ま
た

絢
川
村
に
も
今
倫
常
徳
寺
屋
敷
跡
あ
り
。
土
人
寺
屋
敷
と
呼
ぺ
り
と

い
へ
'
り
。
能
美
郡
名
蹟
志
に
も
織
川
村
に
寺
跡
あ
り
。
常
徳
寺
の
屋

敷
跡
と
い
ひ
停
ふ
と
あ
り
。

O
岸
田
常
徳
粛
偉

三
査
記
に
-X
ふ
。
昔
加
賀
圏
一
撲
大
将
岸
田
常
徳
繍
.
三
谷
に
居
城

九




